
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

前田流平曲の史的変遷 : 国語史資料としての観点か
ら

奥村, 和子
純真女子短期大学講師

https://doi.org/10.15017/11908

出版情報：語文研究. 71, pp.18-31, 1991-06-02. 九州大学国語国文学会
バージョン：
権利関係：



前
田
流
平
曲
の
史
的
変
遷

国
語
史
資
料
と
し
て
の
観
点
か
ら
ー

奥

村

和

子

平
曲

の
史
的
研
究

が
、
言

語
史

を
始

め
、
文
学
史

(平
家
物
語

の
展
開

や
受

容
)
、
邦
楽
史

な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
文
化
史
研
究

に
貢
献
す

る
と

い
う

こ
と

は
、

す

で
に
説

か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
平
曲
研
究

の
資
料
と
し

て
は
、

現
行

の
前

田
流
平
曲
も
あ

る
わ
け
だ

が
、
本
稿

で
は
、
史
的
変
遷
と

い
う
意
味

も
あ
り
、
譜
本
類
を
中
心

に
考

え
る
こ
と
と
す

る
。
も
ち

ろ
ん
、
館
山
甲
午
氏

の
平
曲
等

に
基
づ

い
て
、
平
家
正
節

の
節

バ
カ
セ
を
解
釈
す

る
と

い
う
よ
う
な

方
法

(
一
九
九
〇
年
七
月

の
平
家
琵
琶
研
究
会

に
お
け
る
金
田

一
春
彦
氏

の
御

発
表
等
)

が
重
要

で
あ

る
こ
と

は
言
う
ま

で
も
な
く
、
最
終
的

に
は
両
方
法

の

総
合
的
研
究
を
理
想
と
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

と

こ
ろ
で
、
本
稿

の
趣
旨

は
、
も
と
も
と
、
平
曲
譜
本

に
反
映

し
た

ア
ク

セ

ン
ト
等

の
史
的
考
察

で
あ
る
が
、
そ

こ
で
は
や
は
り
、

各
譜
本
資
料

の
性
格
検

討
が
必
要
と
な
る
。
従
来
は
、
い
わ
ゆ
る
平
曲

譜
本
資
料

と
し

て
、
平
家
正
節

偏
重

の
傾
向
も
あ
り
、

と
も
す
れ
ば
、

そ
こ
に
現
れ
る
現
象

が
、
平
曲
譜
本

の

姿
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
場

合
も
あ

っ
た
。

し
か
し
、
周
知

の
よ
う
に
、
譜
本

は

多
様

で
あ
り
、
ま
た
、
京
都
大
学
本
平
曲
正
節

(
い
わ
ゆ
る
京
都
前
田
流
本
を

底
本

と
す
る
部
分

の
ほ
か
、
江
戸
前

田
流
本

や
平
家
吟
譜
な
ど

に
基
づ
く
部
分

も

あ
る
)

の
よ
う

に
、

そ
の
内
部

で
複
雑
な
様
相
を
呈
す

る
本
も
存
在
す

る
。

当
然
、
各
譜
本

に
関
す

る
詳
細
な
性
格
検
討

が
重
要

課
題

と
な

っ
て
く
る
わ
け

で
あ

る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本

稿

で
は
、
と
り
あ
え
ず
前

田
流
本
を
中

心

に
諸

譜
本

の
比
較
考
察

を
行

い
、

そ

の
系
統

関
係
な

ど

の
整
理

を
試

み

た

い
。
そ

の
事
が
結
局
、
国
語
史
資
料

(
こ
こ
で
は

ア
ク
セ

ン
ト
史
料
)
と
し

て

見
た
平
曲
譜
本

の
考
察

に
も
発
展
し

て
く
る
は
ず
で
あ

る
。
な

お
、
波
多
野
流

平
曲
譜
本
は
、
そ

の
古
譜
本

と
思

わ
れ
る

『秦
音
曲
紗
』
等
を
除
く
と

ほ
ぼ
同

文
同
譜

で
あ
る
故
、

こ
こ
で
は
前

田
流
を
中
心

と
し

た
わ
け

で
あ
る
。

い
ま
、

口
説

と
い
う
曲
節

に
お

け
る
譜
記
形
式
を
中
心

に
、

い
わ
ゆ
る
前
田

流
平
曲
譜
本

を
分
類
す

る
と
、
大
き
く
次

の
二

つ
に
分
け
ら
れ
る
。

①
線
条
式

バ
カ
セ

(「
/

・
＼
」
等
)
の
も

の
「
貞
享
四
年
本

・
冨
倉
徳
次
郎

氏

所
蔵
本

・
平
曲
吟
譜

・
平
志
吟
譜

・
昭
和
女
子
大
学
本

・
早
稲

田
大
学
演
劇

博
物
館
蔵
本

(以
下

『
演
博
本
』
)

・
東
京
大
学
南
葵
文
庫
本

(以
下

『南
葵

文
庫
本
』
)
等
。

②
文
字
式

バ
カ

セ

(「
上

・
中
」
等
)

の
も

の
「
也
有
自
筆
本

『平
語
』

(以
下

『
也
有
本
』
)
・
愛
知
県
立
大
学
本

・
平
家
正
節

(演
博
本

の
改
訂
部
分

・
京

都

大
学
本

平
曲

正
節

の
B
類

な
ど
を
除

く
)
等
。
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こ
の
場
合
、
仏
教
声

明
そ

の
他

の
邦
楽

関
係
譜
本
類
等

を
考
慮

す
れ
ば
、
線
条

式

バ
カ

セ
の
方
が
古

い
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。

と

こ
ろ

で
、

こ
の
分
類

に
関
連

し

て
、
筑
波
大
学
蔵
平
曲
譜
本

(
旧
東
京
教

育

大
学
本
。
以
下
、
『
筑
波
本
』
)
や
、
東

北
大
学
所
蔵
本

(以
下
、
『
東
北
本
』
)

等

が
問
題

に
な

っ
て
く
る
。

ま
ず
筑
波
本

に

つ
い
て
言

え
ば
、
渥
美
か
を
る
氏
は
、
こ
れ
を
、
「
未
だ

一
方

流

が
波
多
野

・
前

田
流

に
分
岐

し
な

い
前

の
も

の
」

(『
平
家
物
語
講
座
』
第

二

巻
捌
頁
)

と
言

わ
れ

た
が
、

口
説

に
お

け
る

バ
カ
セ
が
文
字
式

で
あ
る
点
、
注

目

さ
れ
る
。
前

田
流

の
始
祖

・
前
田
検
校
が
、
京
都
か
ら
江
戸

へ
下

っ
た
後

に

伝

え
た
と
思

わ
れ

る
、
江
戸
前
田
流
諸
本

(冨
倉
本

・
演
博
本

・
南
葵
文
庫
本

等
)

は
す

べ
て
線
条
式

バ
カ
セ
で
あ

る
か
ら
、
也
有
本
や
平
家
正
節
等
、

い
わ

ゆ
る
京
都
前
田
流
系

の
譜
本

に
用

い
ら
れ

て
い
る
文
字
式

バ
カ

セ
は
、
前
田
検

校
自
身

の
考
案
と

い
う
よ
り
も
、
む
し

ろ
そ

の
京
都
時
代

の
高
弟

で
あ
る
山
下

検
校

(
一
六
四
四
年
権
成
)
あ
た
り

の
創
始
か
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、

口
説

に
文
字
式

バ
カ

セ
を
用

い
る
筑
波
本

は
、

也
有
本

や
平
家
正

節
等

と
同

様
、
京
都
前
田
流

の
流
れ

に
あ
る

こ
と

に
な
り
、
あ
る
い
は
、
山

下
検
校

の
頃

ま

で
時
代
を
下
げ
る

べ
き
か
と
も
思
わ
れ
る
。

内
部
徴

証

の
詳
し
い
検
討

を
試

み

て
も
、
例

え
ば
、
筑
波
本
と
也
有
本
と

は
、
非

常

に
よ
く
似
た
本

と
い
え
る
。

左
記

は
、
両
書

の
共
通
性

の

一
部
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

①
白
声
と

い
う
曲

節
が
な

い
こ
と
。

こ
れ
に
対

し
、
江
戸
前

田
流
本

や
波
多
野

流
本

に
は
、
原
則
と
し

て
白
声

が
た

て
ら
れ

て
い
る
。
筑
波
本

を
含

め
て
京

都
前
田
流

で
は
、
白

声

の
確

立
が
遅
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

②

口
説

に
お
け
る

バ
カ
セ

の
種
類

・
用
法

が
ほ
ぼ
同
様

で
あ
る

こ
と
。

d

口
説

に
お
け
る

ハ
カ

セ
は

「上
」

「中
」

の
二
種
類

で
あ
る
。

(
こ
れ
に
対

し

て
平
家
正
節

は
、
同
じ
文
字
式

で
は
あ

っ
て
も
、
「中
」
が
な

く
、
「上
」

と

い
う

バ
カ
セ
が
用

い
ら
れ
る
。
)

b
而

し
て
、

こ
れ
ら

の
譜
記
を
、

そ
こ
に
反
映
し
た

ア
ク

セ
ン
ト
と
い
う
観

点
か
ら
検
討
し

て
み
た
場
合
、
「
上
」
は
原
則
と
し

て
ア
ク
セ

ン
ト
高
音
部

を
表
す
。

⑥

こ
れ

に
対
し

「
中
」

は
、
「
上
中
」

「
×
中

」
(
「
×
」

は
無
譜
記
)

と
い
う

使
わ
れ
方

の
場
合
、
原
則
と
し

て
ア
ク
セ

ン
上

口同
音
部
を
表

し
、

「中
上
」

の
場
合

の
み

ア
ク

セ
ン
ト
低
音
部

を
表

す
よ
う
で
あ

る
。
す

な
わ
ち
、
「
上

中
」
は
・
・
、
「
×
中

」
は
○
・
、

「中
上
」

は
○
・
を
表

し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
次

は
そ

の
具
体
例

で
あ
る
。

「
上
中
」
=

「
口
」
(筑
波
本

58
頁
)

「誰
」

(同

64
頁
)
「
顔
」

(同

86
頁
)

「
×
中
」
=

「替
」

(
同
15
頁
)

「何
」

(同

54
頁
)
「
今

日
」

(同

73
頁
)

「中

上
」
=

「
父
」

(同

12
頁
)
「
母
」

(同

78
頁
)
「
何
」

(同

96
頁
)
等
○

c
具
体
的

な
譜
記

の
例
を
比
較

し
て
も
、
両
本

は
同
じ
箇
所

に
同
じ
譜
記

の

付

い

て
い
る
場
合

が
多

い
。
例
え
ば
、

二
～
九
音
節

の
低
起
式

ア
ク
セ
ン

ト
の
語
に
関

し
て
、
両
本

の
比
較
を
試

み
る
と
、
そ

の

一
致
率
は
お
よ
そ

80
%
に
な
る
。

*
筑
波
本

の
譜
記

は
巻

一
の
み
で
あ

る
し
、

一
方
、
也
有
本
は
、
平
家
正

節
式

に
改
訂

さ
れ
た
部
分
が
多

い
た
め
、
比
較

の
難
し

い
場
合
も
あ
る

が
、
比
較
し
得

る
用
例
捌
例

に
関
し

て
は
、
珊
例
ま

で
が

一
致
す
る
。

左
記

は
そ
の
例

で
あ

る
。

「
×
中
」
i

「
何
」

(
一
・
額
打
論
、

一
・
清

水
炎
上
)
、
「
僧
」

二

.

鵜
川
合
戦
)

「
×
×
中
」
ー

「
い
つ
れ
」

(
一
・
清
水
炎
上
)
、
「
出
家
」
(
一
・
禿
)

「中
上

×
×
」
=

「
根
本
」

(
一
・
願
立
)

「中
上

×
×
×
」
「

「
中
納
言
」

(
一
・
鹿
谷
)
等
。
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③
筑
波
本
と
也
有
本

の
共

通
性

に

つ
い

て
は
、
渥
美
氏
も
、
既

に
或
程
度

言
及

さ
れ

て
い
る
わ
け
だ
が
、
同
氏

が

「
ロ
説
を
除

い
て
は
全
然
異
な

っ
た
も

の

で
あ
る
」

(前
掲
書

慨
頁
)
と
主
張

さ
れ
て
い
る
点

は
、
問
題
視
さ
れ

る
。
即

ち
、

そ

の
詳
査

を
試

み
る
と
、

口
説
以
外

の
曲
節

で
も
、
次

に
挙
げ

る
よ
う

に
、
譜

記
の

一
致
す

る
傾
向

が
目
立

つ
の
で
あ

る
。

「＼
/
/
＼
」
ー

「
僅
か
に
」
(
一
・
我

身
栄
花

・
下
ゲ
)
、
「
て
て
×
」
=

「知
行
」
(
一
・
我
身
栄
花

・
三
重
)
、
「
＼
/

×
て
て
x
」
ー

「
年

の
若
き
」

(
一
・
妓
王

・
中
音
)
、
「
て
て
×
×
」
=

「
大
将
」
(
一
・
殿
下
乗
合

・
初

重
)
、
「
/
/
＼
/
＼
」
「

「
尋

ぬ
る

に
」

(
一
・
額
打
論

・
折
声
)
等
。

一
方
、
東
北
本

は
、
従
来
あ
ま
り
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と

の
な
か

っ
た
譜
本

で

あ

る
が
、
や

は
り
文
字
式

バ
カ

セ
を
用

い
て
お
り
、

し
か
も
後

述
の
如

く
、
也

有
本
以
上

に
筑
波
本
と

の
相
似
性
が
著

し

い
。
筑
波
本

と
き
わ
あ

て
親

し
い
関

係

に
あ
る
京
都
前
田
流
本
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上

の
如
く
、
本

稿

で
は
、
渥
美
氏
説

と
異

な
り
、
筑
波
本

(及
び
東
北
本
)

を
也
有
本

や
平
家
正
節

等
と
同
様

の
京
都
前

田
流
本

と
見

な
し

た
わ

け
だ
が
、

そ

の
新
古

関
係

と
し
て
は
、
筑
波
本
が
、
也
有
本

や
平
家
正
節

よ
り
も

や
や
古

い
と
言

え
そ
う
で
あ

る

(も

っ
と
も
、
筑
波
本

は
也
有
本

や
平
家
正
節
と
違

っ

て
、
奥
書

な
ど
の
外
部
徴
証

が
全
く
無

い
)
。

こ
こ
で
は
、
筑
波
本
、
也
有
本
、

お
よ
び
平
家
正
節
と

い
う
京
都
前
田
流
譜
本
三
本

の
相
対
的
新
古
関
係
を
考
え

る
た
め

の

一
方
法
と
し

て
、

ア
ク
セ
ン
ト
の
問
題
を
中
心
と
し
た
、
譜
記

の
比

較
を
試
み
た

い
。
左
記

は
、
そ

の
考

察
結
果

の

一
部

で
あ
る
。

A
筑
波
本

に

「
中
上
」
表
記
が
多

い
↓
也
有

本

で
減

る
↓
平
家
正
節

で
は

「上

上
」

が
無

い
。

平
家
正
節

の

「
上
」
は

「
中
」
と
異

な
り
、

ア
ク
セ

ン
ト
低
音
部
を
反
映

す

る
用
法
は
な

い
が
、
巨
視
的

に
は

一
応

、
筑
波
本

・
也
有
本

の

「
中
」

に

相
当
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
し
た
よ
う

に
、
筑
波
本
や
也
有
本

の

「中
」

は
、

そ
の
前
後
関
係

に

よ
り
、

ア
ク
セ
ン
ト
の
高
音
部

を
表
す
場
合

と
低
音
部
を
表
す
場
合
と
が
あ

る
。

そ
の
複
雑
さ
を
避
け
る
為
、

「
中
」

の
例
外
的

な
低
音
表
示
形

で
あ

る

「
中
上
」
表
記
が
也
有

本

で
減
少

し
、
平
家
正
節

で
は
姿
を
消
し

た
も

の
と

思
わ
れ
る
。

〈例

〉

筑

「中
上
」
↓
也

「
×
上
」
(「
父
」
i

一
・
鵜
川
合
戦
、
「
母
」
「

一
・
妓
王
)

筑

「中
上

x
」
↓
也

「
×
上

×
」

(「
今
度
」
「

一
・
鵜
川
合
戦
)
等
。

B
筑
波
本

に

「上
中
上
」

が
多

い
↓
也
有
本

で
減
る
↓
平
家
正
節

で
は

こ
れ

に

相
当

す
る

「上
ヱ
上
」

が
無

い
。

筑
波
本

で
は
、

口
説

に
お
け
る

「
上
中
上
」
と

い
う
譜
記
が
、
原

則
と
し

て
・
・
・
型

ア
ク
セ

ン
ト
を
反

映
す

る
が
、

他

の
曲
節

で
は
用

い
ら
れ

な

い
。

こ
れ

に
対
し

て
、
也
有
本
や
平
家
正
節

で
は
、
折
声
等

の
曲
節

に

「上

中
上
」
が
現
れ

る
が
、

こ
の
場
合
は
、
次

の
如
く
、
原
則
と
し
て
・
○
・
型

を
表
す
。

〈
例
〉
「上

中
上
」
=

「
山
は
」

(也

・
一
・
19
オ

・
折
声
)
等
。

お
そ
ら
く
は
、

こ
の
よ
う
な
折
声
等

で
の

「上
中
上
」
と

の
混
同
を
避
け

る

た
め
に
、
也
有
本

の
口
説

で

「
上
中
上
」
が
減
少
し
、
平
家
正
節

で
は
、

そ

れ
に
あ

た
る
口
説

で
の

「上
上
上
」
が
皆
無
と
な

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

な
お
、
筑
波
本

の

「
上
中
上
」

に
対
応
す
る
箇
所
は
、
也
有
本

で
は

「
×

中
上
」
「
中
中
上
」
「
×
x
上
」
等

の
形
を
取
る
事
が
多

い
が
、

こ
れ
は

一
種

」
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の
省

略
表
記
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
省
略

表
記

は
、
前
述

の
如

く
、

・
○
・
型
を
反
映
す

る
折
声
等

の

「
上
中
上
」
と

の
混
同
を
避
け
よ
う
と
し

た
と
も
考
え
ら
れ

る
わ
け
だ
が
、
ま
た
そ

の

】
面

で
、
新

た
な
問
題
を
生

み

出
す

こ
と

に
も
な
る
。
即
ち
、
也
有
本

に
お
け
る

こ
の
三

つ
の
譜
記

「
×
中

上
」
「
中
中
上
」
「
×
×
上

」
が
、
京
都

ア
ク

セ
ン
ト

の
低
起
式

(
一
般
的

用

法
)

・
高
起
式

(省

略
表

記
)

の
両
用
法

を
持

つ
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

一
般

に
、
也
有
本

の
譜
記

は
、
平
家
正
節

な
ど
に
比

べ
て
、
解
釈

の
難
し

い

場
合

が
多

い
よ
う
に
見

え
る
が
、
少
な
く
と
も
当
面

の
例

は
、
次

の
よ
う

に

解
釈

で
き
そ
う
で
あ

る
。

〈也
有
本

の

「
×
中
上
」
「
中
中
上
」
「
×
×
上
」
表
記
は
、
や
は
り
低
起
式

を
表
す

の
が
本
来

の
用
法

で
あ
り
、
高
起
式

(
・
●
・
)

を
表
す
例

は
、

い
ず
れ
も
筑
波
本

の

「
上
中
上
」
表
記

に
対
応
す
る
臨
時
的
な
用
法

で
あ

ろ
う
。
〉

以
下

に
、
筑
波
本

の

「
上
中
上
」

と
、
也
有
本

の
譜
記
と
の
比
較
例
を

い
く

つ
か
挙

げ

て
お
く
。

筑

「上
中
上
」
↓
也

「
×
中
上
」

(
「道
を
」
ー

一
・
禿
、
「
資
財
」
「
同
)

筑

「上
中
上
」
↓
也

「中
中
上
」
(
「午

の
」
!

一
・
清
水
炎
上
、
「
心
」
ー

一
・

妓
王
、

「是
を
」
ー
同
、
「
顔

に
」
ー
同
)
等
。

C
低
起
式

(上
昇
式
)

ア
ク
セ

ン
ト
の
早
上
が
り
型
と
遅
上
が
り
型

い
わ
ゆ
る

「
命
」
類
等

の
○
○
・
型
が
、
室
町
初
期
頃
ま

で
に
●
○
○
型

化
し

た
た
め
、

い
わ
ゆ

る

「
兎
」
類
等

の
○
●
・
型
は
、
○
○
・
型
と

の
弁

別
性
を
失

い
、
お

そ
ら
く

は
そ
れ
が
直
接

の
原
因
と
な

っ
て
、
次
第

に
遅
上

が
り
型
化
し

て
き
た
。

こ
の
種

の
遅
上
が
り
型
化
現
象
は
、
発

音

の
容
易
化

に
ょ
る

ア
ク

セ
ン
ト
変

化

の

一
環
と
し

て
、
古
A
ユ
果
西
を
通
じ

て
認

め
ら
れ

る
も

の
だ
が
、
南
北
朝

以
前

の
京
都
語

に
お
け
る
○
・

・
型

(「
舟
ガ
」
「兎
」

等
)

や
現
代
南
紀
勝
浦
方
言

に
お
け
る
○
●
・
型

(
「
庭
ガ
」

「形
」
等
)

の

よ
う

に
、
○
○
・
型

(古
代
京
都
語

の

「
山
ガ
」
「
命
」
や
現
代
勝
浦
方
言

の

「
舟
ガ
」
「
兎
」
等
)
と
の
弁

別
性

を
有
す

る
限
り
、
遅
上
が
り
型
化
を
起

こ

さ
な
い
と
い
う
点

は
注
目
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。
京
都
語
文
献
史

の
上

で
、
○

・
●
↓
○
○
・
型
と

い
う
遅
上
が
り
型
化
表
記
が
著
し
く
な
る

の
は
、
概
ね

近
世
期
か
ら
だ
が
、
理
屈

の
上

で
は
、
室
町
頃

に
も
或
程
度
起

こ

っ
て
い
た

可
能
性
が
あ

る
。

表

一
は
、
低
起
式

ア
ク

セ
ン
ト
語

(
二
～

四
音
節
)

の
譜
記

に

つ
い

て
、

前
記
三
譜
本
を
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
が
、

こ
の
表

か
ら
も
、
筑
波
本
↓
也

有
本

↓
平
家
正
節

と
、
次
第

に
遅
上

が
り
型

の
増

え
て
い
く
様
子
が
う
か
が

わ
れ
る
。

な
お
、
数
量
的

に
見

た
場
合
、
筑
波
本
と
也
有
本
と

の
違

い

(対

応
総
数

42
例
中
、
遅
上

が
り
化
し

た
も

の
5
例
)

は
、
也
有
本
と
平
家
正
節

と
の
違

い

(対
応
総
数

29
例
中
、
遅
上
が
り
化
し
た
も

の
13
例
)

に
比

べ
て

か
な

り
少
な
く
、
興
味
を

ひ
く
が
、
そ

の
こ
と

に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

D
四
音
節
人
名

の
ア
ク
セ
ン
ト

四
音
節
人
名

の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
既

に
、
平
家

正
節

に
お
け
る
曲
節
差

の

問
題
と
し

て
或
程
度
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
例

え
ば
、
「
●
○
○
○

(白
声

以
外
)
/

●
●
○

○

(白
声
)
」
「
・
・
・
○

(白
声
以
外
)
/
●
・
○

○

(白

声

)」

と

い
う
対
立

現
象

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
白
声
が
新
し

い
人
名

ア

(注

一
)

ク
セ
ン
ト
を
示
す

の
で
あ
ろ
う
」

と
す
る
説
等

が
提
出

さ
れ

て
い
る
。
而

し

て
、
こ
こ
で
当
面

の
三
本
を
比
較
し

て
み
て
も

(表

二
)
、
や
は
り
筑
波
本

・

也

有
本

と
平
家
正

節
と

の
間

に
似

た
よ
う

な
対

立
現
象

が
見
ら

れ
、

特

に

「
・
○
○
○

(筑
波
本

・
也
有
本
)
/
・
●
○
○

(平
家
正
節
)
」
と

い
う
対

立

は
、

か
な

り
顕
著

に
認

め
ら
れ

る
。

そ
う

い
う
意
味

で
、
少
な
く
と
も
人

名

に
関

し

て
は
、

「
●
○
○
○
↓

●
・
○
○
」
「
●
●
・
○
↓
●
●
○
○
」
と

「
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い
う
よ
う
な

ア
ク
セ

ン
ト
変
化

が
、

「語

の
中
央

に
ア
ク
セ

ン
ト
核

の
あ

る

安

定
型
」

を
め
ざ
す
傾
向

の

一
環
と
し
て
、
平
曲
資
料
当
時

に
起

こ

っ
て
い

た
の

で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。

こ
れ
に
対

し
、
現
代

の
京
都
語

で
は
、
逆

に

「
●
●
○
○
↓
・
○
○
○
」

と
い
う
変
化

が
著
し

い
こ
と
か
ら
、
「
●
○
○
○
↓
・
・
○
○
」
の
変
化
傾
向

を
疑
問
視
す
る
立
場
も
船
斜

・
現
在
京
都
語
は
別
と
し
て
・
平
曲
資
料
当

時
、
あ

る
い
は
そ
れ
以
降

に
お
け
る

「
・
○
○
○

(及
び
・
・
・
○
)
↓
・

●
O
O
」

の
傾
向
「
即
ち
、

ア
ク
セ
ン
ト
核
を
語

の
中
央
部

に
お

こ
う
と
す

る
変
化
傾
向
「

を
否
定
す

る
こ
と
は

で
き
な

い
。
秋
永

一
枝
氏

の

『占

今
和

(注
三
)

歌
集
声
点
本

の
研
究

・
研
究
篇
上

』
等

で
は
、
現
京

都

に
お
け
る
●
○

○
○

型
と
・
●
○
○
型

の
揺
れ
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
し
、

四
音
節

二
類
形
容
詞
連

用
形

(「
詳
し
く
」
「少

な
く
」
「正

し
く
」
…
)
等
、
平
曲
当
時

か
ら
現
在

ま

で
の
間

に

「
・
○
○
○
↓
・
・
○
○
」

と

い
う
変
化

を
起

こ
し
た
語
類

も
認

め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ

で
、
楳
垣
実
氏

の

「京
言
葉
」
伽
頁
等

で
も
説

か
れ

て
い
る
よ
う

に
、
現
代
京
都
語

に
お
け
る
四
音
節
人
名

の
多
く

は
●
・
・
●

・
・
○
○
○

の
二
形
を

と
る
傾
向

に
あ

る
よ
う
だ
が
、

こ
こ
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、

こ
の

二
形

が
い
わ
ゆ
る
基
本
型

(・
・
・
・

は
第

二
基
本
型
)

ア
ク
セ
ン
ト
だ
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
人
名

に
関
す

る
伝
統
的
形
式
と
し

て
の
規
範

性

の
薄

さ

と
関
係
す

る
の
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
は
、
平
曲
資
料

当
時

に
お

け
る

「
・
・
・
0

(・
○
○
○
)
↓
・
・
○
○
」

と

い
う
変
化

を
ま
ず
想
定

し
、

そ
れ
以
降
、
現
在
ま

で
の
間

に
別

の
変
化
が
起

こ

っ
て
、

・
●
・
・

・

・
○
○
○

の
二
形
に
収
敷

さ
れ
た
と
考

え
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
平

曲

資
料

当
時

の
変
化

が
、

い
わ
ゆ
る
内
的
変
化

で
あ

っ
た
の
に
対
し
、

そ
れ

以
降

の
変
化

は
、
な

ん
ら
か
の
事
情

に
よ

り
急
速

に
起

こ

っ
た
外
的
変
化

で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

E

「
二
拍
名
詞
三
類

+
格
助
詞

『
ノ
』
」

形

の
ア
ク
セ

ン
ト

「
犬
」
「
山
」
等

、

い
わ
ゆ
る
二
拍
名
詞

三
類

は
、
室
町
初
期
頃
ま

で
に
、

「
○
○
↓
・
○
」

の
変

化
を
起

こ
し

て

「石
」
「川
」
等

の
二
類
名
詞
と
合
流

し
た
○
「
ガ

・
二

・
ヲ
」
等
、
多

く
の
助
詞

が
下
接
し

た
場
合
も
、
そ
れ

に
準

ず
る
変
化
を
起

こ
し
た
わ
け
だ
が
、
格
助
詞

「
ノ
」

の
付
く
形

の
み
は
、
か

な
り
後

ま

で
二

・
三
類

の
区
別

が
保

た
れ

て
い
た

よ
う

で
あ

る
。
既

に
指
摘

(注
四
)

さ
れ
た
如

く
、
平
曲
譜
本

の
場
合
、

二
類
語

+

「
ノ
」

の
形

は
、
他

の
助
詞

が
下
接

す
る
形
と
同
様

の
・
○

▽
型

で
あ

る
が
、
三
類

語
十

「
ノ
」
の
形
は
、

・

●
▽
あ

る
い
は
●
・

▼
型

に
な

る
。

こ
の
三
類
語

+

「
ノ
」

形

の
ア
ク

セ

ン
ト
は
、
「○
○

▽
↓
・
●

▽
↓
・
・

▼
」
と

い
う
変
化
を
起

こ
し
た
と
考
え

ら
れ

る

(第
二
段
階

の
変
化
は
、
連
体
格
文
節
と
下
接
体
言

と
の
結
合
度

の

強

さ
故

の
現
象

で
あ

ろ
う
)
が
、
平
曲
資
料

で
は
、
二
類

・
三
類

の
区

別
と

い
う
点

で
、
そ

の
伝
統
的
変
化
形
式
を
保

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

今
、

こ
の
問
題

に
関
し

て
三
本

の
比
較

検
討

を
試

み
る
と
、

や
は
り
筑
波

本

・
也
有
本
は
、
平
家
正
節
に
比

べ
て

「
三
類

+
ノ
」

の
形

の
●
●

▽
型
が

目
立

つ
よ
う

で
あ
り
、
注
目

さ
れ
る
。
平
家
正
節

に
も
、
●
●
▽
型
表
記
が

無

い
わ
け

で
は
な
い
が
、
そ
の
例

は
、
表

三
に
挙
げ

た
よ
う

に
、
「
家

の
子
」

「物

の
具
」
「言

の
葉
」
等
、
格
助
詞

「
ノ
」
に
下
接
す
る
語
ま

で
含
め

て

一

語
化

し

て
い
る
も
の
に
偏

っ
て
い
る
。

こ
れ

に
対
し
筑
波
本
や
也
有
本
は
、

そ
の
よ
う
な
特
殊
形

に
限
ら
ず
、
「
雲

の
上
人
」
「
関

の
戸
」
「
池

の
端
」
等

、

多
く

の
語

に
・
・

▽
型
表
記
が
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

F
三
拍
語

の
語
末
下
降
調

(・
・
○
)
回
避
現
象

京
都
語
史

に
お
け
る
●
・
○
型

の
衰
退
現
象
自
体
は
既
に
説

か
れ
た
と
こ

(注
五
)
ろ
で
あ
る
が
、

こ
の
現
象
に

つ
い

て
三
本

を
比
較

し

て
み

て
も
、

や
は
り
筑
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波
本

・
也
有
本
か
ら
平
家
正
節

に
か
け

て
、

●
・
)

の
変
化

が
起

こ

っ
て
い
る
。

●
・
○
↓

・
○
○

(
ま
た
は
●

以
上
、
譜

記
形
式
及

び
そ

こ
に
反
映

し
た

ア
ク
セ

ン
ト
型

と

い
う
観

点
か

ら
、
筑
波
本
↓
也
有
本
↓
平
家
正
節
と

い
う
変
遷

の
傾
向
を
認
め
る

こ
と
が

で

き

た
。
特

に
、
C

の
現
象
な

ど
に
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
な
わ
け
だ
が
、

一
般
的

に
は
、
筑
波
本
と
也
有
本
と

の
差

は
、
也
有
本
と
平
家
正
節
と

の
差

に
比

べ
て
、

や
や
小
さ

い
よ
う

で
あ
る
。

こ
れ

に

つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
事

情
が
考
え
ら

れ

る
。

(注
六
)

ま
ず
、
也
有
本

の
巻
頭

に
は
、
「
前
田
-
山
下
「
桐
山
=

谷
浦
」
と
い
う
伝
承

系
譜
が
見
ら
れ
る
が
、

こ
の
う
ち
、

桐
山
検
校

(
一
六

八
七
年
権
成
)

は
京
都

か
ら
名
古
屋

へ
移

り
住

ん
だ
人
物

で
あ
る
故
、
也
有
本

の
底
本

は
、
桐
山
検
校

以
降
、

名
古

屋

で
伝

え
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。
而

し
て
、
也
有
本

の
筆
者

で
あ

る
尾
張
藩
士

・
横
井
也
有

(書

写
は

一
七
五

四
年
)

や
、
伝
承
者

で
あ

る
名
古

屋
の
平
曲
家

谷
浦
勾
当
等

が
、
新

し
い
京
都

ア
ク
セ

ン
ト
を
考
慮
し

て
譜
記
を

改
訂

し
た
と
い
う

よ
う
な

こ
と

は
考

え
難

い
か
ら
、
也
有
本

に
反
映
し
た
京
都

ア
ク
セ

ン
ト
は
、
当
然
、
桐
山
検
校
あ
た
り
、
あ

る
い
は
そ
れ
以
前

の
も

の
と

考

え
ら
れ

る
。

こ
れ

に
対

し

て
平

家
正
節

は
、
荻
野
検

校

の
京

都
在
住
時

代

(
一
八
世
紀
半
ば
頃
。
平
家
正
節

の
成
立
は

一
七
七
六
年
)

の
ア
ク

セ
ン
ト
を

反
映
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
わ
け

で
あ
る
。

そ
し

て
筑
波
本
は
、
也
有
本
よ
り
も
や
や
古

い
京

都

ア
ク

セ
ン
ト
を
示
し

て

い
る
と
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
し

て
、
桐
山
検

校
あ
た
り
以
前
、

即
ち
山
下
検
校

の
頃

の
も

の
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

ま
た
、
筑
波
本

で
は
、

口
説

の
譜
記
に
関
し
、
詞
章

の
右
側

に
文
字
式

バ
カ

セ
、
左
側

に
線
条
式

バ
カ

セ
を
併

記
し
て
い
る
箇
所

が
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
の

だ
が
、

そ
の
事
も

や
は
り
、
筑
波
本
が
文
字
式

バ
カ

セ
の
創
始

者
、
あ
る

ハ
は

そ
れ

に
準
ず

る
人
ー
山
下
あ
た
り

の
本

で
あ
る

こ
と
を
示
す
か
と
思

わ
れ
る
。

琵
琶
法
師
と
し

て
の
格
な
ど
を
考
え

て
も
、
文

字
式

バ
カ
セ
の
創
始
者

に
は
、

前
田
検
校

の
高
弟

で
あ
り
、
京
都

前
田
流

の
始

祖
と
な

っ
た
山
下
検
校

が
ふ
さ

わ
し

い
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
山
下

が
京
都
前

田
流
最
初

の
総
検
校
と
し

て

前
田
検
校

江
戸
ド

り
後

の
京
都
前

田
流
を
支

え
、
多
く

の
弟
子
を
育

て
た
こ
と

(注
七
)

等
は

『
三
代
関
』
を
見

て
も
明

ら
か
で
あ

り
、

『研
究
史
大
成
』

に
は
、
「
師
前

田
検
校

の
江
戸
下

り
以
後
、
京
都

に
と
ど
ま

っ
て
前
田
流
を
支
配
し
た
重
鎮
」

と
い
う
よ
う
な
記
述
も
あ

る
。

な

お
、
筑
波
本

に
関
し

て
、
山
下
検
校
あ
た
り
を
中
心
と
し
た
京
都
前
田
流

の
譜
本
と

い
う
見
方
を
す

る
こ
と

に

つ
い
て
は
、
先

に
も
少

し
述

べ
た
東

北
本

が
、
そ
の
根
拠

の
ひ
と

つ
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
今
ま

で
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、

筑
波
本

は
、
京
都
前
田
流

の
系
統
と
見
ら
れ
る
也
有
本

と
似

て
お
り
、

そ
れ
が

筑
波
本
を
京
都
前
田
流
と
み
な
す

ひ
と

つ
の
理
由

に
な

っ
て
い
る
わ
け
だ

が
、

A

の

「
中
上
」
、
B
の

「上
中
上
」
の
問
題
な
ど
、
筑
波
本

と
也
有
本

と
の
間

に

は
、

バ
カ

セ
の
用

い
方

に
差
が
あ
る
。

こ
れ
に
対

し
て
、
東
北
本

は
、
表
五

に

示
す
ご
と
く
譜
記

の
用

い
方

や
実
際

の
用
例

が
、
也
有
本
以
上

に
筑
波
本
と
似

て
お
り

(例

え
ば
先

の
A
B
に

つ
い
て
も
、
筑
波
本
と

一
致
し
、
也
有
本
と
対

立

す
る
)
、
そ
の
関
係

の
深

さ
を
う
か

が
わ
せ
る
。

更

に
、
東
北
本

に
お
い
て
、

わ
ず
か

に
見

ら
れ

る
筑
波
本
と

の
相
違
点
は
、

概

ね
也
有
本

に
似

た
傾
向
を
示
す

よ
う

で
あ

り
、
京
都
前
田
流
本

の
系
譜
と
し

て
は
、

一
応
、

筑
波
本
↓
東
北
本
↓
也
有
本
↓
愛
知
県
立
大
学
本
↓
平
家
正
節

と

い
う
位
置
付
け
が

で
き

そ
う

で
あ

る
。

と
も
あ
れ
、

こ
の
東
北
本

は
、
譜
記

(本
文
と
同
筆
)
が
筑
波
本

に
酷
似
し

一
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て
い
る
た
め
、
「
巻

一
に
し
か
譜
記

が
な
く
、
本
文
と
譜
記
が
別
筆

で
あ
る
」
と

い
う
筑

波
本

の
欠
点

を
、

質
量
と
も
に
補

う
資
料

と
し
て
注
目

さ
れ

る
わ
け
だ

が
、
更

に
は
、
同
種

の
譜
本
が
他

に
も
存
在
す
る
と

い
う
意
味

で
、
筑
波
本

が
、

山
下
検

校

の
如
き
有
力

な
検
校

の
本

と
み
る
に
ふ
さ
わ
し
い
譜
本

で
あ

る
こ
と

を
裏
付

け
る
資
料

に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
、
前

田

・
波
多

野
両
流

分
岐

以
前

の
譜
本

と
言
わ

れ

て
き

た
筑
波
本

を
、
京

都
前
田
流

の
本
、

お
そ
ら
く
は
前

田
検
校

の
高
弟

と
し
て
京
都
前

田
流

を
伝
え

た
山
下

検
校
あ

た
り
の
本
と
考

え
、

「筑
波
本
=
東

北
本
「
也

有
本
=

愛
知
県
立
大

学
本

「
平
家

正
節
」

と
い
う
よ
う
な
京
都
前

田
流

の
系
譜
を
想
定

し

つ
つ
、
そ

こ
に
反
映

し
た

ア
ク
セ

ン
ト
変
化

の
問
題
を
も
考
察
し

て
き

た
。

い
わ
ゆ
る
平
曲
譜
本

に

つ
い
て
、
更

に
言

う
な
ら
ば
、

や
は
り
前
田

・
波
多

野
両
流

分
岐

以
前

の
成
立

か
も
し
れ
な
い
と
い
わ
れ
る
、
金

田

一
春
彦
氏
所
蔵

『
平
家
書
』

(
以
下

『金

田

一
本
』
)

の
場
合
、
後

で
示
す

よ
う
に
、
波
多
野
流

占

譜
本

と
考

え
ら
れ
る

『秦
音
曲
紗
』

に
似

た
面

が
あ

り
、
あ

る
い
は
波
多
野

流

の
古
譜
本

か
と

も
思

わ
れ
る
。

こ
の
場
合
、
譜
記
等

が
金

田

一
本

に
似

て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
表
紙

に

「前

田
流
」
と
記

さ
れ
て
い
る
昭
和
女
子
大
学
蔵
本

(以
下

『
昭
和
本
』
)
の
存

在

が
問
題

に
な

っ
て
く

る
わ
け
だ

が
、
昭
和
本
自
体

に
も
波
多
野
流
と

の

一
致

(注
八
)

点

が
多

く
見

ら
れ

る
。
ま
た
、
『秦
音
曲
妙
』
に
準
ず

る
波
多
野
流
古
譜
本
と
見

ら
れ
る

『
平
家
語
本
』

(山

口
県
立
文
書
館
蔵
)

や

『
小
秘
事
』

(山

口
県
立
図

書
館
蔵
)
等

が
、
『
研
究
史
大
成
』
脚
頁

で
は
前
田
流
と
明
記

さ
れ

て
い
る
等
、

波
多
野
流
本

が
前
田
流
と

さ
れ

て
い
る
例

は
時

に
認
め
ら
れ

る
が
、
逆

に
、
前

田
流
本

が
波
多
野
流
と

さ
れ

て
い
る
例

は
聞
か
な

い
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
考

え
あ
わ

七
、
昭
和
本
が
本
当

に
前
田
涜

の
譜
本

で
あ
る

の
か
、
表
紙

に
存
す
る

「
前

田
流
」

の
文
字

は
ど
う

い
う
人

に
よ
り
、
ど
う

い
う
経
緯

で
書
か
れ
た

の

か
、
と

い

っ
た

よ
う
な
事
も
、
金
田

一
本
自
体

の
性
格
と
も
ど
も
、
今
後

の
課

題
と
し

た
い
と

こ
ろ
で
あ

る
。

〈金

田

一
春
彦
氏
所
蔵

『
平
家
書
』
と
波
多
野
流
古
譜
本

『
秦
音
曲
紗
』

と

の

類
似
点
〉

①
白
声

が
あ

る
こ
と
。
ま
た
、
白
声

に
ほ
と
ん
ど
譜
記
が
な

い
こ
と
。

②
波
多
野
流

一
般

や
平
家
正
節

で
、
白
声
か
ら

口
説

へ
移
る
と
き
に
現
れ
る

「
ハ
ヅ
ミ
」
と

い
う
曲
節
表
示
が
な
く
、
か
わ
り

に
、

白
声

の
尾
部

に
必

ず

「
ワ
」
と

い
う
記
号
が
あ

る
こ
と
。

③

口
説

に
お

い
て
、
「/
/

＼
」
と

い
う

パ
タ
ー
ン
の
譜
記
が
、
あ

ま
り

ア
ク

セ

ン
ト
に
か
か
わ
り
な
く
、
多
用
さ
れ

て
い
る

こ
と
。
等
。
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*
表

一
・
表

二

の
調
査
範
囲

は
巻

一
で
あ
る
が
、
表

三

・
表

四
は
、
巻

一
に
限

ら
な
い
。

*
特

に
注
記

の
な

い
も

の
は
、

口
説

に
お

け
る
用
例

で
あ

る
。

表

一

筑
波
本

也
有
本

平

家

正

節

節音二節音三

今
は
数

に
も

僧
を
人
を
何
に
何

に
か

は

尼

に
父
を
今

日
は

い
つ
く
と
も

御
前
へ

我
身
喰
ひ

我
身
浴
び

何
地
へ

禿
と
御
前
近
う

我
等
も

い
つ
く
に

て

御
前
を

節音三節音四

い

つ

く

よ

り

二
代
の

備
前
の

備
前
の

い
つ
れ
も

出
家
の

内
裏
に

誠
や
我
身
の

出
家
入
道

我
身
を

中
衛
の

常
盤
が

中
衛
を

い
つ
れ
か

実
否
に

何
事
か

何
事
か

何
事
も

三
年
と

今
生
を
も

中
将
と

て

今
生
後
生

今
生
に
て

三
千
の

=25{



節音四

親
王
の

親
王
の

親
王
の

同
心
の

(神
武
)
天
皇

何
事
を

先
例
に

国
方

の

御
入
内
の

御
入
内
の

松
殿
に
て

何
事
そ
や

*
数
字

は
、

ア
ク
セ
ン
ト
が
上
昇
す
る
位
置
を
示
す
。
即
ち
、

2
ー
○
●
、
○
・
・
、
○
・
・
・

3

11
0
○
▼
、
○
○
・
、
○
○
●
・

4

0
○
○
○
▼
、
○
○
○
・

5
ー
O
O
O
○
▼

と
な
る
。

な
お
、

×
は
無
譜

記
等

を
示

す
。

*
数
字

に
○

が

つ
い
た
も
の
は
、

そ
れ
が
白
声

(素
声
)

に
お
け

る
用
例

で
あ

る
こ
と
を
示
す
。

(
そ
れ
以
外

は
、

口
説

の
用
例
)

*

(

)
内

は
、
大
学
堂
書
店
刊
、
尾
崎
家
本
平
家
正
節
影
印
本

の
頁
数
と
、

頁
内

で
の
位
置
を
示
す
。
影
印
本

で
は
原
本

4
頁
分
を

1
頁
と
し

て
い
る
た

あ
、
頁

内

で
の
位
置

は
、

a

(右
上
)
、
b

(左
上
)
、

c

(右
下
)
、

d

(左

下
)
と
し

て
表
し
た
。

表
二

宗資実時時成成隆成成定匡信信家義義信将貞武家

盛盛定忠忠範範房親親房房頼頼貞朝朝隆門任衡衡

筑
波
本

也
有
本

平

家

正

節

9
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成

景

家

房

家

貞

為

俊

秀

郷

成

景

成

景

清

盛

清

盛

清

盛

兼

盛

重

盛

重

盛

重

盛

重

盛

貞

盛

宗

任

資

盛

資

盛

資

盛

信

西

信

西

康

頼

義

綱

1

1

2

(蹴

b

)

1

x

②

(
89

d
)

1

×

②

(
89
d

)

×

1

②

(㎜

d

)

×

1

②

(欝

a
)

2

1

2

(盟

b

2

)

2

1

2

(盟

C

2

)

2

2

2

(
防

b

5

)

2

2

2

(伽

d
)

2

2

2

(鵬

b

)

2

2

2

(㈹

c
)

2

2

②

(脳

d

)

2

2

2

(脳

d

)

2

2

2

(説

a
)

2

2

2

(
謝

b
)

2

2

②

(
調

a
)

2

2

②

(
鵬

a
)

2

2

2

(
0認

C
)

2

2

2

(謝

b

)

2

2

2

(謝

a
)

2

2

②

(0η

C
)

2

2

2

(魏

b

)

2

2

2

(
拠

b

)

2

2

②

(
謝

c
)

忠

盛

忠

盛

忠

盛

忠

盛

忠

盛

忠

盛

忠

盛

貞

光

清

盛

清

盛

経

宗

2

x

2

(
88
b

)

2

×

2

(88

d

)

2

×

②

(89

d

)

2

×

2

(
91

b
)

2

x

2

(
94

b
)

2

×

2

(
24
b

)

2

×

2

(
24
d

)

2

×

②

(
89
d

)

2

×

②

(25

c
)

2

×

2

(27

b

)

×

2

②

(
㎜

c
)

*
数

字

は
、

ア

ク

セ

ン

ト
核

の
位

置

を

示

す

。

即

ち

、

1

1ー
・

○

○

○

、

2

1ー
・

・

○

0

3

=
●

・

・

○

、

×

"
無

譜

記

等

と

な

る
。

表
三

一
27

一

筑

波

本

也

有

本

平

家

正

節

物
の
具

物
の
具

物
の
具

物
の
具
①

家
の
子

家
の
子

×

●
・
▼

●
・
▽

(姻
d
)

×

・
・
▼

・
・
▽

(
63

c
)

×

●
・

▼

・
・
▽

(
盟

c
)

×

・
・
▼

・
●
▽

(
鵬
b
)

×

・
●
▽

●
●

▽

(
蹴

a
)

×

・
・
▽

・
●
▽

(
踊
b
)



家
の
子

家
の
子
②

家
の
子

言
の
葉
③

波
の
上

波
の
上
④

馬
の
上

馬
の
上
⑤

岸
の
下
⑧

年
の
内

雲
の
上
人

関
の
戸

池
の
端

弓

の
は
ず
㎝

苔
の
下

ω
こ
れ
ら
と
同
様
、
也
有
本

で
・
・

▼
、
平
家
正
節

で
●
・

▽
と

な

っ
て
い

る

「物

の
具
」

の
例

は
、

こ
の
他

に
も
数
多

い
。

(
口
説

の
ほ
か
、
白
声
、

拾
等

の
曲
節

に
も
見

ら
れ
る
)

⑨

こ
れ

ら
と
同
様
、
也
有
本

・
平
家
正
節
共

に
・
●

▽
と
な

っ
て
い
る

「
家

の
子
」
の
例

も
、
数
多
く
見
ら
れ
る
。
(
口
説

の
ほ
か
、
白
声
、
」L
音
、
拾

な
ど
)

⑨
曲
節

は

「
ド
ゲ
」
。

④
⑨
曲
節
は

「
白
声
」
。

⑤
曲
節
は

「拾

」
。

ω
曲
節

は

「
下
音
」
。

表
四次

男
次
男
う
づ
ら
①

直
衣
②

残
り
残
り

①
②
曲
節

は

「
拾
」
。

表
五
*
巻

一

「
殿
ド
乗
合
」

の
口
説

に
お

い
て
、
筑
波
本
と
也
有
本

の
譜
記

が
異
な

る
箇
所
は
42
あ
る
が
、
東
北
大
学
本
は
、

そ
の
内
38
ま

で
が
、
筑
波
本
と

一

致
す
る
。

ま
た
、
残
り
4
は
、
す

べ
て
也
有
本
と

一
致
す
る
。

⑧
東
北
大
学
本

が
筑
波
本

と

一
致
し
、
也

有
本
と
異
な
る
場
合
。

(
口
説
)

嘉
応
分
く
北
面
か
よ
う
の

秀
郷

筑
波
本

・
東
北
本

上
上
中

上
上
上
上
中
×

×
×
中
上

×

×
×

×

也

有

本

上

×
×

(七
賦
)

x
上

(
〃
)

上

上

×

×

(
〃
)

×
×
×
上

(七

功
)

中

×

×

×

(
〃
)

「
28

「



将
門
貞
任
宗
任
行
は
れ

ふ
る
ま
ふ

然

る
世
末
い
ま
し
め

別
し

て

奉
ら

る

嘉
応
次
男
御
摂
禄

松
殿
御
出
入
道
与

へ

え
こ
そ

候

は
ん
ず

る

侍こ
は
ら
か

仰
せ
侍難
波

中

X

×

×

中

×

×

×

上
上

×
×

上
中
上
中
×

×
×
中
上

上
中
上

上
上
上

上
中
上
中

中
中
上
×

×
×
×
×
中
上

上
上
中

上
中

×

上
中
上
中
×

×
×
中
上

上
中
上

上
上
中
×

上
中
上

上
上

×

×

×

×

×

×
中

上

×
×
中
上

中

×

×

×

中
中

×

×
×
中
上

×

×

×

上

×

×

×

(
〃
)

上

×

×

×

(
〃
)

上
中

×
×

(
七
財
)

中
中
上
中

×

(
〃
)

×

×

×
上

(
〃
)

×

×
上

(
〃
)

中
中

上

(
〃
)

上
上
中

x

(
〃
)

×
上

×

×

(
〃
)

×

×

×

×
上
中

(
〃
)

上

×
×

(
七
励
)

×

×

×

(
〃
)

上
中

×
×
x

(七

財
)

×

×

×
中

(
〃
)

×
中
上

(
七
触
)

上
上
上
中

(七
"
)

×

×
上

(
〃
)

×
上

x

(
七
財
)

×

×

×

×

×

×

×

(七

助

)

【
上

(
〃
)

上
中

×
×

(七
駄
)

上
上
中

(
〃
)

×

×

×
上

(
〃
)

上

上

×

(
〃
)

御
定

め
の

い
つ
く

拝
官
御
定
め
の

御
直
盧

つ
く

ろ
は
せ

待
賢
門

さ
か
ざ
か
し
き

し

つ
ら
ひ

×

×

×
x
中

上

×
中
上

中
中

×
×

×

×

×

×
中

上

上
上
中
×

上
中
上
中
×

中
中
上
中

×
×

上
中

上
中

x
×

上

×

×

×

x

×

×

×

x

上

(
〃

)

×

×
中

(
〃
)

中

×
×
×

(七

助
)

×

×

×

×

×
上

(
〃
)

上

上

x

×

(
〃
)

上
上
中

x
×

(
〃
)

上
上
上
中

×

×

(
〃
)

上
上
上
上
中

×

(七

甘
)
1

上

上

×

×

(
〃
)

*

(

)
内
は
、
也
有
本

の
巻
数

と
丁
数
。

b
東
北
大
学

本
が
也

有
本

と

一
致

し
、
筑
波
本

と
異
な
る
場
合
。

(
口
説

)

訴

へ

お
さ
な
き

承
は

っ
て

御
加
冠

筑

波

本

上

×

×

×

上
上
中
×

中
上
中

×
×
×
×

上

×

×

×

也

有
本

・
東
北
本

上
上

×
×

(七

"
)

上

上

×

×

(
〃
)

×
中
上
中

×

×
×

(七

帥
)

上

上

×

×

(
〃
)

そ

の
他
、

口
説

以
外

の
曲
節

で
は
、
東
北

大
学
本

が
筑
波
本

と
也
有
本

の
中

間
的
性
格
を

示
し
て
い
る
箇
所

も
見

ら
れ

る
。

＼
＼
/

〈筑
波
本
〉
今

日
ヲ

＼
＼
/

〈東
北
本
〉
今

日
ヲ

中
中
卜

〈也
有
本
〉
中
中
L

け
ふ
を

(巻

七

・
10

オ

・
拾

)

「
29
「



/
/

う

〈筑
波
本
〉

カ
ナ
グ

リ

/

ラ

上
上
中

〈東
北
本
〉

カ
ナ
ク
リ

上
上
中

〈也
有
本
〉
か
な
く
り

(巻
七

・
1ー
オ

・
上
音
)
等

な
お
、
筑
波
本
と
也
有
本

が

一
致
し

て
い
る
箇
所

で
、
東
北
大
学
本

の
み
が

そ
れ
と
異

な

っ
た
形
を
と

る
こ
と

は
ご
く
稀

で
あ
る
。

【注

一
】

○
奥
村
三
雄
氏

「
ア
ク
セ
ン
ト

の
変
化
ー

ア
ク
セ
ン
ト
形
式
と
所
属
語

彙
の
問
題
1
」

(『論
集

日
本
語
研
究
口
』
明
治
書
院

・
昭
61
)

○
中
村
萬
里
氏

「
平
曲
譜
本
に
見
え
る

『
名
』

の
ア
ク
セ

ン
ト
リ
白
声

・
口
説
を
中
心

に
「
」

筑
紫
国
語
学
談
話
会
発
表

・
昭

61
等

【
注
二
】

○
上
野
和

昭
氏

「平
曲
譜
本

に
み
え
る
漢
字

二
字

四
拍

の

『名
』

の
ア
ク
セ
ン
ト
に

つ
い
て
」

(『徳
島
大
学
総
合
科
学
部
紀
要
』
昭

63

・
第
1
巻
)
等

【注

三
】

○
秋
永

一
枝
氏

『古
今
和
歌
集
声
点
本

の
研
究

・
研
究
篇
上
』

(校
倉
書
房

・
昭

55
)

謝
頁

(初
出

「古
今
集
声
点
本

に
お
け
る

『名
』

の
ア
ク

セ
ン
ト
」
『国
文
学
研
究
』
67

・
昭

54
)

等

【
注
四
】

○
金
田

一
春
彦
氏

『
日
本

語
音
韻

の
研
究
』

(東
京
堂
出
版

・
昭

42
)
謝
頁

(初
出

「私

の
ア
ク
セ
ン
ト

非
段
階
歓
-
和
田
実
民

の
論
考

に
答
え
問
う

」
国
学
院
大
学

『
国
語
研
究
』
17

・
昭

38
)

○
奥
村
三
雄
氏

『平
曲
譜
本
の
研
究
』
(桜
楓
社

・
昭
56
)
娚
頁
以
下
等

【注
五
】

○

「
ア
ク

セ
ン
ト
の
変
化
「

ア
ク

セ
ン
ト
形
式
と
所
属
語
彙

の
問
題
⊥

(注

一
)

等

【
注
六
】

「
三
代
関
」
な
ど

に
よ
れ
ば
、
こ

の
系
譜

は
、
詳

し
く
は
次

の
よ
う
で
あ

る
。

前
田
九

一
-

山
下
五

一

(
一
六

四
四
)
ー

松
岡
勾

当
=
桐
山

ゆ
ん

一

(
一
六
八

七
)
ー
桐

沢
妙

一

(
,
七

二
九
)
ー
谷
浦
も

う

一

(
一
七
五
九
)
…

*

(

)

内
は
検
校

に
な

っ
た
年

〈参

考
〉

奥
村

三
雄
氏

「波
多
野

・
前

田
両
流
平
曲

の
消
長
」

(『文
学
研
究
』
83
輯
)

【注
七
】

「増
補
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
9

『平
家
物
語
』」
(三
省
堂

・
昭

52
/
初
版

・
昭
35
)

39
頁

【注
八
】
例

え
ば
、
山
下

宏
明
氏

「平
曲
研
究

の
基
礎
的

一
課
題
1

『平
家
正
節
』

の
墨
譜
1
」

(『平
家
正
節

の
研
究
』
大
学
堂
書
店

・
昭

55
)

に
は
、

○
昭
和
本
と
下
村
本

・
波

多
野
本

が

「壇
浦
合
戦
」

の
立

て
方
を
同
じ
く
す

る
。

○
昭
和
本
と
波
多
野
本
が

「
願
立
」

の
問
の
立

て
方

を
同

じ
く
す

る
。

○
昭
和
本
と
波
多
野
本

・
正
節
本

が
、
「維
盛
都
落
」

の
間
と

「維
盛
都
落
」

の
立

て
方
、
「小
朝
拝
」
「生
喰
」

「宇
治
川
」

の
立

て
方
を
同
じ
く
す
る
。

(中
略
)

こ
れ

ら
か
ら
、
(中
略
)
昭
和

本
と
波
多
野
本

の
重
な

る
箇
所

の
見
ら
れ

る
こ
と

(中

略
)

が
指
摘

で
き

る
。

と
い
う
記
述
が
あ
る
。

【参
考
文
献
】

○
楳
垣
実
氏

一
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「



『京
言
葉
』

(高
桐
書
院

・
昭

21
)
等

○
渥
美
か
を
る
氏

「
語
り
物

の
研
究
」

(『
文
学
』

21
-

2

・
昭

28
)

『
平
家
物
語

の
基
礎
的

研
究
』

(三
省
堂

・
昭
37
)

「横

井
也
有
自
筆

『平

語
』
解
題
」

(影
印
本
所
収

・
角

川
書
店

・
昭
52
)
等

○
金
田

一
春
彦
氏

「
平
曲

の
音
声
」

(『音
声
学
会
会
報
』

99
、
同
血

・
昭
34
)

「
国
語

の
ア
ク
セ

ン
ト
の
時
代
的
変
遷
」

(『国
語
と
国
文
学
』
37
「

10

・
昭
35
)

『
四
座
構
式

の
研
究
』

(三
省
堂

・
昭
39
)

『国
語

ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
-
原
理
と
方
法
』
(塙
書
房

・
昭

49
)
等

○
桜
井
茂
治
氏

『新
義
真
言
宗
伝

『補
忘
記
』

の
国
語
学
的
研
究
』

(桜
楓
社

・
昭

52
)

『中
世
京
都

ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
』
(桜
楓
社

・
昭

59
)
等

○
奥
村
三
雄
氏

『
波
多
野
流
平
曲
譜
本

の
研
究

・
付
秦
音
曲
砂

影
印
本
』

(勉
誠
社

・
昭
61
)
等

○
上
野
善
道
氏

「
日
本

本
土
諸
方
言

ア
ク
セ

ン
ト
の
系
譜

と
分
布
②
」

(『
日
本
学
士
院
紀
要
』

第

四

十
二
巻
第

一
号

・
昭
62
)
等
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